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働きをする共通絞りを第 1 中間レンズと第 2 中間レンズの聞に新たに導入することを提案し，その設計を行い，実
現性を確認している。
(5) 超高圧電顕用高感度・高分解能蛍光板の最適設計のため，分解能と発光強度特性につき理論的・実験的検討を行
い，その結果，現存のものでは， YAG 結晶板が優れていること，および 2------3 MeV の電子ビームエネルギーに対し
ては，厚さ200μm が最適であることなどを明らかにしている。
(6) 1000 TV 本以上の高解像度 TV 観察系実現のため，蛍光板，光学レンズ，撮像管，増幅部の各部の変調伝達関数
を評価し，解像度改善のための総合設計指針を明らかにしている。
以上のように，本論文は超高圧電子顕微鏡の結像観察系を「その場」観察に適した系にするための高性能化につき
多くの新しい知見を含んでおり，電子工学の発展に寄与するところ大である。よって，本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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